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札 幌 市６月10日

札 幌 市７月４日

函 館 市７月11日～12日

札 幌 市７月８日～９日

帯 広 市８月17日～19日

歌 志 内 市９月４日～６日

苫 小 牧 市９月７日

広 島 県10月19日～20日

札 幌 市11月１日～２日

札 幌 市11月30日～12月１日

東 京 都12月５日～６日

東 京 都１月22日～23日

札 幌 市９月14日～15日

札 幌 市11月15日～16日

向後

１．職員の教育訓練職員の教育訓練
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２．職員の配置状況職員の配置状況

３．平成２９年度　職員人事異動平成２９年度　職員人事異動
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４．年度の動き年度の動き
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生　活　相　談生　活　相　談

１．生活相談１．生活相談

　利用者様には、生活上の問題や様々な疾病を患った方が多く利用されているため、健康

管理を中心に自立した生活が送れるよう支援を行ってまいりました。

　団体生活となる施設では、利用者様が安心して生活できるよう規則がもうけられていま

すが、時代に合った生活環境を整えることが必要であると年々感じ、生活環境の改善にも

積極的に取り組んで参りました。

　施設生活を送る中で、利用者様の身体状況等から、個別支援計画とケアプランに分け、

一人一人に合わせた支援計画を作成して参りました。

　個別支援計画では、利用者様のアセスメントを見直し、希望要望から優先的に支援が必

要な部分を再確認し、目標を持って共に歩んで行けるよう、支援計画の作成を行ってきま

した。利用者様の希望要望を聞き取る際には、信頼関係が重要であるため、対話を重視し

関係の構築にも努めて参りました。

　その他に利用者様には、共同生活を送る中で様々な役割分担の中、施設生活を主体的に

送り、協調性や責任感が身に付く様、当番などにも参加していただきました。

　また、重度の障がいを患った利用者様には、ケアプラン方式にて身体的に必要な支援を

中心に計画する中で、施設生活を楽しんでもらえるよう、行事等も工夫し支援計画を作成

して参りました。

　全体レクリエーションでは、利用者様の希望要望を聞き取り、身体的な状況等も考慮

し、内容を検討、楽しんで参加していただけるよう企画し、実施してきました。

また、売店は利用者様が一番に楽しみにしている行事であるため、大手の移動売店を年間

で計画し、継続して実施することで生活意欲の助長も図れたと思います。

　近年、一時入所者の相談も増え積極的な受け入れを行い、各関係機関との連携を図るこ

とで、地域への移行又は施設への入所に繋げて参りました。

　単身生活や医療機関から来る方々には、施設生活は生活環境が変わるため、大きな身体

的・精神的な負担となってしまうことから、安心して生活できるような対応にも心がけ取

り組んで参りました。

　今年度も自立を目指す方への訓練として、「居宅生活訓練事業」を継続してきました。

　訓練に参加されている利用者様は単身生活を目標に、必要なスキルを習得するため頑

張って参加されています。施設としては、地域生活に自信を持って移れるようよう支援を

し、今後も継続して取り組んで行きたいと思います。

　今年度は緊急一時入所の当番施設ということもあり、多くの方が利用されました。

　緊急一時入所の利用者様は一時的な利用ではありますが、スムースに地域移行できるよ

う関係機関と連携を図り、対応してまいりました。

　　

２．居宅生活訓練事業２．居宅生活訓練事業

　施設からの自立を目指す利用者さんには、「居宅生活訓練事業」を通して、より地域社

会に近い形で訓練をおこない、現在どのような問題があるのかを把握することで、自立に

向けた課題を職員と確認し、課題となる問題を克服するよう生活に必要なスキルの向上に

努めてきました。

　今年度は一名の利用者が、就労に結びつき自立生活への準備をしています。
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３．個別支援計画３．個別支援計画

　個別支援計画では、利用者様の希望や要望から支援計画を作成し実践に移してきました｡

　支援計画を作成するにあたり、信頼関係なくしてはより良い支援に結び付かず、利用者

様からも本心も引き出すことが出来ないため、対話を重視し対応してきました。

　重度障がいのある利用者さんに関しては、ケアプラン方式での支援計画の作成を中心と

し、安心した生活と楽しみを持ってもらうよう支援計画を作成し実践してまいりました。

４．緊急一時入所者の対応４．緊急一時入所者の対応

　今年度の利用傾向としては若年層の依頼が多く、その背景として軽度の障がいを患った

方が利用されました。当施設としては、関係機関と連携を図り、その人に合った生活の場

を相談し、自立した生活に繋げていくことが出来たと思います。

５．地域及び関係機関との関わり５．地域及び関係機関との関わり

　夏祭りや開設記念を通じ、町内会ボランティアや学生ボランティアに協力してもらい、

施設利用者さんとの交流を図ることが出来ました。

６．家族との交流６．家族との交流

　家族との交流については、広報誌「みちしば」の送付の他、夏祭りや開設記念行事の案

内、日常の中での電話連絡やハガキ・手紙の送付等にて交流を図ってきました。

　また、利用者から、お墓参りや親族へ面会等の希望もあり、ご家族の協力得ながら交流

を図ることも出来ました。

　

７．作　業７．作　業

　今年度の作業は、年度途中で担当職員が不在となったため、割箸作業を休止せざるを得

ない状況となったため、極端に少なくなっております。次年度は担当職員を配置し、割箸

作業を再開したいと考えております。

　少人数での作業として地域のリサイクル業者より依頼され、電気コード等から銅線を取

り出す作業も行っております。カッター等の危険物を使用すること、非常に力とコツのい

る作業という理由から人数を限定して行っております。この業者には、利用者が就職した

経過もあり、今後も地域の企業とのつながりを持ちつつ、依頼があれば、銅線作業を行っ

ていきたいと考えております。

平成　29　年度  割箸作業実績

・総収入金額　84,075　円（平成　28　年度　179,425　円）

・一人当たりの収入金額

　　　　平均　1,620　円　（参加者　51　名）

平成　29　年度  銅線作業実績

・総収入金額　20,109　円（平成　28　年度　6,000　円）

・一人当たりの収入金額

　　　　平均　5,027　円　（参加者　4　名）
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　今年度初めには天候に恵まれず、寒暖差の激しい日が続いたため序盤は作物の成長にば

らつきがあり、収穫できないのではないかと不安がありましたが、その後、天候も安定し

たことで利用者さんが食べられる分の収穫ができ、食事に取り入れ提供していくことがで

きました。特にピーマンは豊作であり食べきれない程立派なものが収穫できました。畑作

業を行ってくれた利用者さんも暑い中一生懸命手入れ等をしてくれた結果だと思います。

　来年度も引き続き、事前にしっかりと準備をして畑作業に取り組み、利用者さんの楽し

みとなるような取り組みをしていきたいと考えております。

平成　29　年度収穫

　　ぶどう （106　kg）・小松菜・ピーマン・トマト・南瓜・ブロッコリー・キャベツ

　　

８．リハビリ訓練８．リハビリ訓練

　今年度も、利用者様の身体機能の低下予防と改善することを目標に実施してきました。

担当職員が不在の為、週　2　回の実施が確実にできなかったこともありましたが、他の相

談員により出来る限り実施することで概ね継続した訓練ができたと思います。

機器の設定を見直し、個々に必要な訓練ができたと感じます。

　　　　　　　 年間実施回数　　64　回　　　　平均参加人数　10　名

　柔道整復師の専門的な施術が必要な方に週　1　回ですが平成　23　年より行っており、今後

も継続していきたいと思います。

　　　　　　　年間実施回数　 　45　回　　　  平均参加人数　8.9　名

９．防災体制９．防災体制

　利用者様も高齢化が目立ち、より災害時の避難に時間がかかってしまうことが考えられ

る事から、規定時間内での避難ができるよう1年間を通じ、実践と対策を考えて取り組ん

でまいりました。

　火災に関しては、毎月出火場所を変え、避難ルートの確認をしながら迅速な避難誘導が

できるよう実施してきました。

　地震訓練では、発生時にどのような行動が必要であるか、また誘導時にも起こりうる揺

れも利用者様が不安にならないよう、冷静な判断で安全に避難できるよう努めてきまし

た。

　水害訓練では避難行動も含め、実際に起こった場合の避難に必要な日数に対する備品の

確認や対応の仕方を再確認することで、災害に備えた職員の意識が高まったと感じます。

　今後も、様々な災害を想定し訓練を実践することで、万が一に備えた避難体制と利用者

様が安心して生活できるよう取り組んでまいります。

訓 練 実 施 状 況

実　 施　 月　 日 訓練内容 備　　　　　　　考

４月１０日～２８日 教育訓練 全職員に実施（職員）

５月２２日 総合訓練 日中想定・消火訓練含む

６月１９日 総合訓練 日中想定・スロープ訓練

７月２０日 総合訓練 夜間想定

８月１４日 総合訓練 検証訓練（夜間想定）

９月１１日 防災訓練 地震想定

１０月２４日　 避難訓練 水害による避難訓練
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10．クラブ活動10．クラブ活動

　クラブ担当者にて年間計画を作成し、参加者が活動内容を把握できるようにしました｡

　クラブ活動を通じ、生活の中で楽しみを見出し余暇活動へ繋がるように努めてきました｡

　また、生花クラブと音楽療法では講師を招き、より専門的な活動を継続しておこなって

きました。

　〔別記３〕

11．教 養 娯 楽11．教 養 娯 楽

　高齢化が進む中で、全ての利用者さんが参加できるように、選択制のレクリエーション

を増やし、自分に合ったレクリエーションに参加できるように努めてきました。

　また、利用者さんでプランを立ておこなう、マイプラン旅行もおこない日常生活の助長

に繋がったと感じています。

　※各棟グループレク実施状況は〔別記２〕のとおりであります。

12．給　　　　　食12．給　　　　　食

　生命保持、健康維持を目的として栄養を考慮した食品を選択し、安全でニーズにあった

食事を提供します。生活習慣によって引き起こされる疾病予防や高齢に伴う障害を軽減

し、おだやかな生活を過ごして頂ける様に健康作りを行います。

　献立作成は、食事摂取基準・給与食糧構成を基に栄養バランス、消化吸収、バラエティ

に富んだメニューを考慮し、１日３０食品摂取を目標とし、旬の食材等も取り入れなが

ら、また郷土色豊かな食事、季節を味わって頂くなど嗜好面も考え作成します。給食会

議、全体集会等の意見を反映させます。また、より家庭的雰囲気に近づくよう、行事食及

び日常の食事において、お楽しみ献立や複数献立を実施しています。

　調理業務は適温適時給食、食品鮮度の確保、薄味調理、盛り付けの工夫への努力を行

い、月１度の検便の実施により食品事故を起こさないための定期検査、保存食確保等を実

施します。

　　また、調理従業者の疾態（治療食）教育、衛生教育指導を始め各研修への参加を促進

します。

　　疾病や障害等個々の状態にあった食事の提供で給食の質の向上を図っていきます。

　　本年度の基準は下記の通りとします。

　　１日当たり給食費　８７０円

　　エネルギー摂取量　１，７8０kcal

　　

　　

　　

    

13．嗜　　好　　品13．嗜　　好　　品

　日々の給食で補いきれない嗜好面を重視します。加齢に伴い疾病の誘因とならない様、

適当量の支給とします。利用者の高齢化、疾病の進行状況にあった代替え品、個別対応品

の導入も行っていきます。

　支給日　月・水・土曜日

14．健康管理14．健康管理

　利用者の高齢化に伴い、各種健診、日常生活の中で利用者の変化に気づき、早期対応・

治療が行えました。今年度もラジオ体操・散歩の積極的参加を促してきました。感染症に

関しては、インフルエンザワクチン、肺炎球菌ワクチン接種を行い、１日４回の施設内消

毒、うがい、手洗いの励行を徹底してきました。今年度インフルエンザワクチンの接種を

実施したが、罹患者３９名の発生がありました。ノロウイルス罹患者はいませんでした。

利用者の手指の消毒を施行し、部屋の隔離、居室配膳を行い、３週間ほどで終息宣言する

事が出来ました。引き続き皆様の協力のもと、上記を続行と思いました。

蛋 白 質

脂 肪

カ ル シ ウ ム

鉄 分

・

・

・

・

６０．０

４５．０

６ ８ ０

８ ．　０

g
g

mg
mg

ビ タ ミ ン Ａ

ビ タ ミ ン Ｂ１

ビ タ ミ ン Ｂ２

ビ タ ミ ン Ｃ

・

・

・

・

７ ５ ０

１．３０

１．５０

１ ０ ０

μg
mg
mg
mg



－15－

4



－16－

 
 

       

3.13  
( ) 

 
 

 
4.20 

 
 

 
( ) 

( ) 

 
 
 

 
5.29 A  

 
 
 

 
6.14 

15 
 

 
 

 
  

 
7.1   

 
 

 
7.5 

6 
 

 
 

 
 

 
 

7.24  
 

 
 

 
8.10  

 
 

 

 
9.6  

 
 

 
 

 
9.7 A  

 
 
 

 
9.14 A  

 
 
 

 



－17－

9.15  
 

 
 

 
7.15 

16 
 

 
 

 
  

 
10.19 B  

 
 
 

 
11.11 63  

 
 

 
12.4   

 
12.    

 
12.25   

 
1.11  

 
 

 
2.3  

 
 

 
2.15       

 
3.5 A  

( ) 
 
 

3
 

3.8 B  
( ) 

 
 

2
 

3.12 C  
( ) 

 
 

 
3.12  

 
 

 

 
 



－18－

 
 

    

4.11  
 

 
  

4.14  
 

 
 

 
5.7  

 
 
  

5.12  
 

 
 

 
5.23  

 
 
 

 
6.2  

 
 
  

6.6  
 

 
  

6.16  
 

 
  

6.27  
 

 
 

 
7.11  

 
 
 

 
7.14  

 
 
 

 
8.15  

 
 
  

8.18  
 

 
  

8.22  
 

 
  



－19－

9.3  
 

 
  

9.5  
 

 
  

10.6  
 

 
 

 
10.13  

 
 
 

 

11.14  
 

 
 

 

11.21  
 

 
  

12.5  
 

 
  

12.12  
 

 
  

 
 
 



－20－

 
 

 
 

 
  

   

 

 

 

   

 

 

   

DVD

 

   

   
 

 

   
 



－21－



－22－

広 川 内 科

ク リ ニ ッ ク
男子：４名　　　女子：６名

30.1

30.3
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                         2  

              

9 4 1 4 1 0 2 0 0 2 1 0 

 
 

30.3.31  

区分

歩行 食事 入浴 着衣 排泄

自
力
歩
行

杖
等
の
歩
行
補
助
器
使
用

車
椅
子
使
用

歩
行
不
能

自
分
で
可
能

一
部
介
助

全
面
介
助

自
分
で
可
能

一
部
介
助

全
面
介
助

自
分
で
可
能

一
部
介
助

全
面
介
助

昼間 夜間

トイレ

お
む
つ
使
用

トイレ

お
む
つ
使
用

自
分
で
可
能

一
部
介
助

全
介
助

車
椅
子
使
用

自
分
で
可
能

一
部
介
助

全
介
助

車
椅
子
使
用

実数(人) 65 17 14 (11) 84 10 2 50 37 9 80 14 2 91 5 3 (5) 3 91 5 3 (5) 3

割合(％) 67.0 17.5 14.4 86.6 10.3 2.1 51.5 38.1 9.3 82.5 14.4 2.1 93.8 5.2 3.1 3.1 93.8 5.2 3.1 3.1
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H30 3 31  

           

                

 16 13 29  2 1 3 

 1 2 3  1 1 2 

 1 2 3  1 2 3 

 0 0 0  0 1 1 

 1 0 1  0 2 2 

 1 3 4  0 1 1 

 1 1 2  0 2 2 

 1 2 3  1 3 4 

 2 0 2  0 1 1 

 0 0 0  1 0 1 

 2 4 6  1 0 1 

 4 6 10     

 0 1 1     

 2 1 3     

 1 1 2     

 0 0 0     

 1 0 1     

 2 0 2     

 1 0 1     

 2 0 2  7 14 21 

 39 36 75  46 50 96 
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